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再生可能ディーゼル 1は、新しいクリーンエネルギー燃料の 1 つです。再生可能ディーゼルは、炭素排出量を減ら

し、硫黄含有量が超低硫黄軽油よりも最大 85%少ないため、人気となっています。大気汚染防止規制やサステナビ

リティ目標が一般的になるに従って、再生可能ディーゼルの人気は引き続き高まる可能性があります。再生可能デ

ィーゼルは、原油から精製される軽油と混合されることなしに、従来の自動車エンジンに給油することができるた

め、低公害製品の生産を目指している精製業者にとって魅力的です。 

米国エネルギー省によると、エネルギー情報局は再生可能ディーゼルの生産量を発表していませんが、米国環境保

護庁のデータに基づくと、米国では 2019 年に 9 億ガロン以上が消費されていたことを示しています。低炭素燃料

基準（LCFS）の下での経済的メリットを理由に、国内で生産された再生可能ディーゼルおよび輸入された再生可

能ディーゼルのほぼすべてがカリフォルニア州で使用されています。世界の再生可能ディーゼルの供給量は、2023

年までに 30 億ガロン、2025 年までに 50 億ガロンを超えると S&P グローバルプラッツは予測しています。 

精製業者は、使用済み食用油に加え、動物性油脂や植物油から再生可能ディーゼルを生産することができます。い

くつかの植物油はコモディティ・デリバティブを通じて幅広く取引されており、グリーン燃料へのエクスポージャ

ーを求める市場参加者にとって、これらの商品は代替的な投資手段になる可能性があります。 

これらの原料から絞り取られる油の割合は様々ですが、大豆以外の原料はすべて搾油が主な目的です。すなわち、

これらの原料から絞り取られる最も貴重な製品は油であり、この油がこれらの原料に対する需要の主な牽引役とな

っています（図表 1 参照）。 
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図表 1：再生可能ディーゼル用植物油原料 

原料 油（％） 油粕（％） 主目的 

菜種 40～45 55～60 搾油 

アブラヤシ 40～45 55～60 搾油 

カノーラ 45 55 搾油 

大豆 20 80 油粕（ミール） 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC、Feedipedia、Canola Council of Canada。2020 年のデータ。表は説明目的のために提示されていま

す。 

 

再生可能ディーゼルの原料のパフォーマンスは過去 12 ヶ月間において堅調に推移しており、既存の精製業者から

の旺盛な在庫補充需要や、生産能力が今後数年間にわたり大幅に拡大するとの期待感を反映しています（図表 2 参

照）。バイデン政権が公約したクリーンエネルギー革命は、植物油と動物油に対するこうした新しい需要の牽引役

を定着させる上で有益となる可能性があります。ただし、従来からの食品としての食用油やミールに対する需要も

高まっています。家畜や家禽の飼料に対する需要が世界的に拡大していることなどから、米国農務省は国内の加工

業者や輸出業者からの大豆需要が、2021 年に過去最高を記録すると予測しています。 

図表 2：再生可能ディーゼル原料指数および S&P グローバル・クリーンエネルギー指数のパフォーマンス 

 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス。2009 年 1 月～2021年 3 月までのデータ。指数のパフォーマンスは米ドル建てのトータル・リターンに

基づいています。過去のパフォーマンスは将来の結果を保証するものではありません。図表は説明目的のために提示されており、仮説に基づいた過去

のパフォーマンスを反映しています。S&P WCI カノーラ指数、S&P WCI パーム原油指数、S&P WCI 菜種指数は 2010 年 6 月 29日に算出を開始して

います。 



 

長期的には、電気自動車の導入によって、再生可能ディーゼルの原料としての食用油の使用量の増加が抑えられる

可能性がありますが、再生可能ディーゼルはトラックや列車などの重量輸送にとって依然として必要であると考え

られます。 

S&P DJI の再生可能ディーゼル原料指数の詳細については、https://www.spglobal.com/spdji/をご覧ください。S&P 

GSCI は 30 周年を迎えますので、この機会に是非ご確認ください。 

 
 
 
 
 
1 欧州では、再生可能ディーゼルは水素化植物油（HVO）として知られています。 
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